
出願受付 令和 ５年 ４月 ２８日（金）～５月 ２２日（月） 電子申請のみ 

１次試験 
令和 ５年 ６月 24日（土） 筆記試験 

令和 ５年 ６月 25日（日） 実技試験 

２次試験 

令和 ５年 ７月 ２９日（土）～３０日（日）の１日 集団面接 ( 討議 ) 

令和 ５年 ８月 １１日（金）～１３日（日）、 

令和 ５年 ８月 １５日（火）～１８日（金）の１日 
個人面接 

 

 

【 筆記試験 】 教職教養、教科専門 

【 実技試験 】 中学校・高等学校 音楽・美術・書道・保健体育（募集がある教科のみ） 

【集団面接・個人面接】  

 

 

【   年  齢   】 ６０歳まで （年齢は、令和 6年 4月 1日現在） 

【教員免許状】 受験する校種等・教科等の免許状を取得（令和 6年 ３月 ３１日までに取得見込みも可）し、  

           令和 ６年 ４月 １日現在で有効な状態を保持できる人 

【   その他   】 学校教育法第 9 条各号及び地方公務員法第 16 条各号のいずれにも該当しない人 

奈良県内どこにでも勤務できる人 

 

 

○講師経験等により、１次試験の全て、又は、教職教養、教科専門を免除します。 

  ※ 免除については、次項の「令和 6年度奈良県教員採用試験における免除について」で確認してください。 

○年齢制限を撤廃し、定年の 1年前までとします。（定年引上げに伴い、今後順次 64歳まで引き上げます。） 

○1次試験で実施していた集団面接を、2次試験で実施します。 

○2次試験で実施していた小学校の実技試験に代えて、合格者に対して実技指導者講習を課します。 

○2次試験で実施していた個人面接の模擬授業に代えて、面接試験官が教科指導についての質問を行います。 

○筆記試験の「一般教養」を、「教職教養」に変更します。（内容に変更はありません。） 

○出願の際、受験票用の写真データや免除及び加点申請用の証明書のデータが必要になります。 

  ※必要なデータは、出願期間に間に合うように準備をお願いします。 

 

 

試験 
試験 

受験資格 

主なポイント・変更点 



1次試験の全て免除について 

教職教養の免除について 

教科専門の免除について 

 

 
 

                 

・以下のどちらかの条件を満たす人は、１次試験の全てを免除します。 

①令和３年４月から令和５年３月３１日まで連続して２４月、県内公立学校で県費常勤講師として勤務し、

令和５年４月から任用予定が 1年間の県費常勤講師として勤務している人 

 ※受験校種・教科以外での勤務経験者は対象外とします。 

 ※４月については始業日以前の任用の場合、連続勤務とみなします。 

 ※県費任期付教職員については、県費常勤講師と同じ条件です。また、任期付教職員として 1年の任期

で任用され、自己都合以外の理由により勤務実績が 1年未満となった場合は、１年間の勤務実績とみ

なします。 

②奈良県次世代教員養成塾のプログラムを修了した人 

 

 

・以下のどちらかの条件を満たす人は、教職教養を免除します。 

① 県内公立学校で補充講師、市町村費常勤講師、県費常勤講師、栄養職員及び実習助手･寄宿舎指導員と

して、平成３０年 4月から令和５年３月 31日までの 5年間で通算３６月以上の勤務実績を有する人、

もしくは平成３０年 4月から令和５年３月 31日までの 5年間で通算２４月の勤務実績を有し、令和５

年４月から任用予定が１年間の補充講師、市町村費常勤講師、県費常勤講師、栄養職員及び実習助手･

寄宿舎指導員として勤務している人。 

② 国立及び公立学校（奈良県以外）の現職教諭、又は私立学校の正規の現職教員で令和５年３月３１日現

在２４月以上の勤務実績（育児休業・休職・停職の期間は除算）を有し、令和６年３月３１日までは現

職で、同年４月１日から奈良県で公立学校教諭として勤務することができる人。 

 

 

・以下の条件を満たす人は、教科専門（実技試験を含む）を免除します。 

① 令和３年４月から令和５年３月３１日まで連続して２４月、県内公立学校で補充講師、市町村費常勤講

師、又は県費常勤講師として勤務し、令和５年４月から県内公立学校で任用予定が１年間の補充講師、

市町村費常勤講師、又は県費常勤講師として勤務している人。なお、市町村費常勤講師にあっては、小

学校の学級担任、又は中・高等学校の教科担任をしていた（いる）人、養護教員や栄養職員として勤務

していた（いる）人に限ります。 

②実用英語技能検定１級又は準１級相当（基準は以下のとおり）の資格取得者（中高の英語受験者のみ） 

・実用英語技能検定（日本英語検定協会） 準１級以上     

 ・TOEFL（国際教育交換協議会） iBT 80点以上 

・TOEIC（国際ビジネスコミュニケーション協会） L&R／TOEIC S&W 1560点以上  

※TOEIC L&R／TOEIC S&Wについては、TOEIC S&Wのスコアを 2.5倍にして合算したスコアで判定しま

す。また、IPテストは除きます。 

上記内容は、３月時点の予定です。内容は変更となる場合がありますので、４月下旬に配布予定の「受験案内」で確認し

てください。また、募集する校種等・教科等及び人数も「受験案内」でお知らせする予定です。 

絵・全体のレイアウトは奈良県立高円芸術高等学校デザイン科が担当しました。 

令和 6年度奈良県教員採用試験における免除について 


